
Title 授業過程の教授学的研究 : 外国語教授法における伝統的欠陥克服の試み
Sub Title
Author 五十嵐, 二郎(Igarashi, Jiro)

Publisher 慶應義塾大学大学院社会学研究科
Publication year 1978

Jtitle 慶應義塾大学大学院社会学研究科紀要 : 社会学心理学教育学 (Studies in sociology,
psychology and education). No.18 (1978. ) 

JaLC DOI
Abstract
Notes 学事報告 : 学位授与者氏名及び論文題目 : 博士
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00069

57X-00000018-0108

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その
権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic
societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the
Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


学事報告

学位授与者氏名および論文題目

第345号小lll令子SingleSchedule，Concur‐

rentSchedulesにおける

eliminationの効果について

糖346り・鈴木恒男マッカロー効果の情報論的研

究一マヅカロー効果における

情報検索のシステムに関する

検討一

第347号渡辺昭彦デソシヨパトに於ける計数行

動の研究

修士（昭和５１年３月）

社会学修士

第331号青木和椰家族の新しいタイプーニユー

ファミリーの意識と行動ペタ

ーンー

第332号i1ii,|評７邦夫瞥女一遊行宗教芸能者と村藩

社会一

第333号桂jiiUlF壮科学の社会学にljUする一考察

第334号森陽子現代日本の女性と家庭

第335号二藤導夫理念型的方法の批判的考察

第336号野元真理子態度変容と行動変容

第337号大宮登ウェーバーにおける｢文化人」

第338号島津英世過疎地域の開発が地域の自然

・社会環境に及ぼす形響につ

いて

第３３９号施野裕ilHコミュニケーション科学の観

点から見た宗教の研究

第340号内田康雄フィリピン出生力因の研究一

医療社会学的試iMi-

第341号柳本由起夫服従の了解一意識と宣伝一

教育学修士

筋348号箕1］雅博判断事態における手がかりの

用い方に関する数量的研究一

教師の行なう価値的判断事態

への適用一

第349号中村未吾TimePerspectiveに関する

研究一青年期を中心とした発

達心理学的考察一

第350号中１１１治精薄児・同閉りdの早期学習訓

練

第３５１号大江正比古高学歴社会における高等教育

一コミュニティ・ジュニア・

カレッジに関する－考察一

第352号季仁徳日中義務教育の比較研究

第353号へ諏訪内敬司ソクラテスにおける教育の理

論

第354号上北彰認識の構造一イメージとこと

ばと－

心理学修士

第342号轡櫛一夫立体視成立のメカニズム

第343号深潔伸幸色覚に随伴した迦動残効一凝

視条件下での検討一

第344号伊lT1政司TheOperationofSubjec‐

ｔｉｖｅＳｕｍｌｎａｔｉｏｎ

副査広島大学名誉教授佐藤正夫

〔学力確認担当者〕

慶応義塾大学文学部教授’'１ｍ美喜

〔論文審査の要旨〕

授業過程の教授学的研究

一外国語教授法における伝統的欠陥克服の試糸－

どの教科にあっても，教授法の問題，特に授業の進め

ｿ7の手続きを血Ⅱ何にすべきかの||H題は，現場における教

育の成否を決定する肢も具体的かつ直接的なキイ・ポイ

博士（乙）

教育学博士

第７１５号五十嵐二郎昭和52年９月22Ｈ

〔論文審査担当者〕

主査慶応義塾大学文学部教授
同大学院村井実

社会学研究科委員

Fill二ilf慶応義塾大学文学ＩＭＩ教授
同大学院斎藤幸一ＩＩｌｊ

社会学研究科委員



者の場合ほど|利難度が増大することが示されており、第

２実験では，一定の教材を共通に用いて，実験群と統制

群とに対し，前者と後者とで質１１３の順序性の蕊を変え，

他の諸条件は慎重かつ厳密に同一条件となるように授業

を行って，授業後の同一のテストの成績について両群を

比較するという手続を通じ，混合法によるよりも上記

の仮説にしたがった方法による方が有意に効果的である

ことが証1ﾘ]されているへ

五十嵐氏が長年にわたって疑問とし，それについて考

究してきたもうひとつの問題は以下のようなものであ

る。すなわち，これまで伝統的かつ多少とも無反省に実

施されてきた英語の授業過程の構造は，十分に簡潔化す

れば，Ｓ･R-E榊造とTid述し得るようなものである。つま

り，各教材単位の授業にあたって，まず，文型（ｓ）が

教えられ，つぎに青読（Ｒ）が行なわれ，最後に意味理

解（Ｅ）の段階となる，という手続であった。五十嵐氏

は，このような構造が伝統的なものとなった哩由につい

ても詳細に考察しているが，同時に，これに対する批判

的論述を展開しており，その根拠として,広くＧ・Katona

たちの見解，ＬＳ・VygotskyやＮ､Chomsky等の言語

心理学者の主張，あるいはGestalt心理学ならびに新

行動主鑓心理学からの示唆などを援Ⅱ皿，jjlllり下げた考

察を試ゑており、結果として，E-S-R柵造ともいうべき

ものが望ましいのではないかという仮説的結論に到達し

ている。つまり笂十嵐氏の論考内容を強いて要約する

と，従来の方法は，主としてたんなる構造言語学の理論

の象を金科玉条として準拠したことからの当然の結果で

あったと見られるのに対し，言語学のZAならずl広く言

稿心理学ならびに学習心II1l学等の知見をも導入すること

によってはじめて理i論的に導かれ得る仮説が上記のもの

となる，ということであり，その経緯が深くつっこんで

,論じられている。

このE-S-R仮説を検証する目的で行なわれたものが，

第３実験,第４実験，および第５実験である。第３実験，

第４実験はどちらも実験群にはE-S-R構造の実験授

業を，統制群には従来通りのS-R-E構造の実験授業を

適用して，授業後の共通のテストによって学習成果を比

較した，いわゆる統制群法を用いている，両実験では，

正しに，実験の時期も異なり，用いられた教材も異な

ii)，したがって授業後に行なわれたテスト問題も異な

り，対象とされた被験者群も異なり，しかも，第３実験

での実験授業机.当者は五十嵐氏|÷1身であったのに，第４

実験ではあえて当該中学校専任の英語教師に実験授業を

依頼した，というように種々な条件において互いに異な

ソトとも言えるものであるにもかかわらず，それについ

てのいわゆる教授学的研究は，理論と実践との間の重な

りの部分の研究であるために，必らずしも十分な成果が

得られていず，その結果，これまでのところ，この種の

問題は，多くの場合各教科担当の各教師の常識的もしく

は直観的な個人的判断に征かされてきた傾|(Ｉがある。こ

の傾向は，英語の教授法の場合も例外ではない、

本論文の筆者五十嵐二[ⅡH氏は，かつて，’｜'学校の教lilll

であった約27年前当時から抱きつづけてきた英語教授法

についてのそうした疑問に発し，この種の問題を解決す

べく，実践的にも理論的にも一貫してたゆまぬ努力を傾

けてきたのであったが，このたび，いわば，そうした長

年の努力の結晶ともいうべき成果を〆表題のような論文

にまとめるに至ったものである。

五十嵐氏が長年にわたって疑問とし，本論文におして

ようやくそれに対して満足すべき解答を見出すことので

きた中心的な問題は２つある。

そのひとつは，特に１１１学校における英語の集団授業の

場において，英語を用いての教師と生徒との間でのいわ

ゆる'１１１答法が採lljされる場合の間の仕方に関するもので

あるゥすなわち，従来ほとんど大多数の授業の場で採用

されてきており，また，たとえば，Ｐ・Gurreyが彼の著

志でili極的に主張している問の仕方は混合型である。つ

まり，ＳｉｍｐｌｅQuestion（生徒に対しＹｅｓもしくはＮＣ

の形式の答を求めるようなＹＮ.ＡまたはＹＮ－Ｎ型のＴＴ

Ｉ'5）と，AlternativeQuestion（生徒に対しＡもしく

はＢのどちらか一方を選んで応答させるようなＡｌｔ型

の質WlDと，SpecialQuestion（ＷｈａｔとかWhereと

いった問い方によるＷｈ型の質問）との，これら３つ

の型の質問がアト・ランダムの順序で混合してあたえら

れるような問の仕方である。五十嵐氏は，このような従

来の間の仕方に対し，雌団授業を効率よく行なうに必要

な要件に関する種々な角度からの理論的な考察，Ｆ・Ｌ

Ｂｕｍｐａｓｓが示している教授学的な理論的な根拠，なら

びに五十嵐氏自身の豊富な実践経験により具体例等を総

合して，教師による問いは，一定の順序にしたがってな

されるべきであるという仮説に到達した。すなわち，教

師からの問いは，各教材単位ごとに，はじめにＳｉｍｐｌｅ

Question，つぎに，AlternativeQuestion，そして最後

の段階でSpecialQuestionという順序で行なうべきで

ある，というのがその仮説である。

この仮説は，鍬ｌ実験および第２実験によって検証が

試糸られているへすなわち，節ｌ実験でば，被験将とし

ての生徒たちの応答の正答率の上から，上述の111【I序で後



っていたにもかかわらず，実験の結果は，どちらの場合

も，E-S.Ｒ構造の方が，従来のＳＥ－Ｒ構造よりも効果

的であることが示された。また，第５実験は，五１嵐氏

自身が実験授業の担当者として授業を行なった研究会の

機会を利用して実施した，異なった地域における２つの

実験からなっているが，この２つの実験でも，互いに，

用いられた教材，被験者の学年水準，種々な環境条件等

は異なっている。この実験では，ｌ教材単位についての

E･S.Ｒ柵造による授業終了後｝被験者の生徒たちに対

し，主として，興味，理解度，意欲の程度に関して，従

来の授業と比較してどうであったかをきくようなアンケ

ート調査を行なっているが，２つの実験結果を総合して

集計した結果，中学のどの学年の被験者群の場合も，上

記のどの側面に関する回答についても，圧倒的にＥＳ－Ｒ

総造の授業に対し，好意的な態度を示し，あるいは，望

ましい反応をしていることが証明された。

以上のような理論的，実験的成果をふまえて，五十嵐

氏は，さらに，少くとも英語の授業過程に関して，上記

E-S-R榊造を適用することと，適時適切に一斉授業とｌｌＩＩｊｌ

別学習とグループ学習という３稲の方法を適用するこ

と，との両者のからみあわせによって，第１段階から第

Ⅵ段階に至る６段階からなる授業過樫の｣｣壽体的な図式化

を誠ゑている。この図式を導くに至るさらなる理論的考

察ならびに関係領域に関する知見の広さもさることなが

らこのような構想それ１１体がきわめて独倉|I的であり，

しかも，これは教師の教育実践に対して具体的なよりど

ころを提供するものである

その意味で，本論文における五十嵐氏の研究は，それ

が，たんに，氏が抱いてきた長年にわたる疑問を多くの

困難を超えて実験的かつ実証的に解決したもの．という

にとどまらず，本論文の結論に当る部分が，まさに，教

育実践の世界に直接つながるものとなっている点でも，

すぐれた教授学的研究の名に値するものである。

おそらく，もしもこの研究が，五十嵐氏自身の今後の

努力によって，より広い高語学的研究および教育学的研

究の規野の中に適切に位憧づけられることができるなら

ば．この研究の言語教育に関する教授学的研究としての

ＩＩｌｉＩ１ｌＩｉはさらにiIfliまることが期待されるであろう。

以上の理由によって，本研究は，学界ならびに教育実

践の世界に対して教授学的研究としてすぐれた寄与のひ

とつに数えることができるものであり，氏は，教育学博

士の学位を授与されるに十分な資格があるものと認め

るっ


